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続
い
て
、
パ
ソ
ナ
東
京
管
理
室

衛
生
管
理
者
の
雨
宮
央
氏
が
、
派

遣
元
の
立
場
か
ら
派
遣
社
員
の
健

康
管
理
の
実
際
を
報
告
し

た
。雨

宮
氏
は
、
派
遣
社
員
に

対
す
る
健
康
診
断
の
流
れ
や

事
後
指
導
の
取
組
み
を
紹
介

し
た
う
え
で
、「
健
康
に
対

す
る
意
識
を
い
か
に
高
め
る

か
が
課
題
で
あ
る
」と
述
べ
、

「
派
遣
社
員
が
自
己
管
理
で

き
る
よ
う
な
健
康
相
談
や
健

康
教
育
を
行
い
、
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
三
澤
眞
理
子
三
澤

労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

事
務
所
所
長
は
、
産
業
看
護

職
と
し
て
の
豊
富
な
経
験
を

も
と
に
報
告
を
行
っ
た
。
三

澤
所
長
は
、
雇
用
形
態
別
の

健
康
管
理
の
現
状
や
問
題

点
、
課
題
な
ど
を
示
し
、

超
音
波
（
エ
コ
ー
）
検
査
は
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
進
化
と
共
に
そ

の
活
用
範
囲
や
精
度
が
急
速
に
向

上
し
て
い
る
検
査
法
で
、
し
か
も

か
ら
だ
に
侵
襲
の
な
い
検
査
で
あ

る
た
め
、
近
年
、
臨
床
の
場
ば
か

り
で
な
く
、
人
間
ド
ッ
ク
や
が
ん

検
診
な
ど
で
も
欠
か
せ
な
い
検
査

項
目
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

本
会
で
も
、
超
音
波
検
査
の
実

施
数
は
年
々
増
え
て
お
り
、
腹
部

や
乳
房
な
ど
の
検
査
の
他
、
本
会

保
健
会
館
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
甲
状
腺

専
門
外
来
を
開
設
し
て
い
る
こ
と

も
あ
っ
て
、
甲
状
腺
の
超
音
波
検

査
を
実
施
す
る
機
会
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
甲
状
腺

超
音
波
検
査
に
携
わ
る
検
査
技
師

の
技
術
向
上
と
精
度
管
理
を
目
的

に
、
さ
る
１
月
24
日
、
甲
状
腺
診

断
・
治
療
の
第
一
線
で
活
躍
し
て

い
る
貴
田
岡
正
史
公
立
昭
和
病
院

内
分
泌
代
謝
科
部
長（
写
真
中
央
）

を
講
師
に
招
い
て
、
甲
状
腺
超
音

波
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
い
た
。

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
は
、
日
本

超
音
波
医
学
会
の
総
合
指
導
医
で

も
あ
る
本
会
保
健
会
館
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
小
野
良
樹
所
長
や
、
甲
状
腺

専
門
外
来
を
担
当
し
て
い
る
百
渓

尚
子
内
分
泌
部
長
、
検
査
研
究
セ

ン
タ
ー
の
技
師
ら
が
参
加
し
て
、

熱
心
な
症
例
検
討
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に

は
、
外
部
の
医
療
機
関
の
医
師
４

人
も
参
加
し
た
。

第
２
０
０
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修

会
が
３
月
30
日
（
水
）
午
後
３
時

か
ら
５
時
ま
で
、
東
京
・
永
田
町

の
「
星
陵
会
館
」
で
開
か
れ
る
。

側
の
コ
ス
ト
の
最
小
化
と
い
う
背

景
が
あ
る
と
述
べ
、「
非
正
規
雇

用
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
制
度
と

し
て
、
税
・
社
会
保
障
の
整
備
な

ど
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
」
と
強

調
し
た
。
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生

法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
派
遣
元
と

派
遣
先
の
責
任
の
所
在
に
つ
い
て

は
、「
現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
部
分

が
あ
る
た
め
、
さ
ら
な
る
議
論
が

必
要
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。

と
数
百
万
人
に
も
の
ぼ
る
と
推
定

さ
れ
、
そ
の
約
１
割
が
東
京
都
に

在
住
・
在
勤
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
人
た
ち
に
胃
検
診
受
診
の
機
会

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
本

会
関
係
者
は
語
っ
て
い
る
。

「
生
と
性
の
華
麗
な
る
調
和
―
ホ

ル
モ
ン
と
健
康
管
理
」
を
テ
ー
マ

に
、
川
田
純
徳
島
大
学
名
誉
教
授

が
講
演
す
る
。
司
会
は
、
健
康
管

理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
岡
惺
治

氏
。会

場
の
「
星
陵
会
館
」
は
、
地

下
鉄
各
線
「
永
田
町
」「
国
会
議

事
堂
前
」「
溜
池
山
王
」「
赤
坂
見

附
」
駅
下
車
、
徒
歩
10
分
以
内
の

と
こ
ろ
。
当
日
会
場
受
付
で
参
加

費
２
０
０
０
円
を
支
払
え
ば
ど
な

た
で
も
入
場
で
き
ま
す
。
定
員
先

着
４
０
０
名
。

＊
今
回
に
限
り
、
開
始
・
終
了
時

間
を
変
更
し
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
ま
ず
司
会
の
飯
島
美
世
子
オ

フ
ィ
ス
い
い
じ
ま
代
表
（
写
真
）

が
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
今
回

の
パ
ネ
ル
で
は
、
と
く
に
〝
派
遣

と
い
う
就
業
形
態
に
着
目
し
、
健

康
管
理
上
の
課
題
や
問
題
点
の
共

通
認
識
を
図
り
、
新
し
い
雇
用
形

態
に
即
し
た
健
康
管
理
の
あ
り
方

を
模
索
し
た
い
」。

こ
れ
を
受
け
て
、
大
原
博
ビ
ッ

グ
ア
ビ
リ
テ
ィ
専
務
取
締
役
・
日

本
人
材
派
遣
協
会
副
理
事
長
が
就

労
形
態
の
多
様
化
と
労
働
者
派
遣

事
業
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
を
行

っ
た
。

大
原
副
理
事
長
は
、
昨
今
の
就

労
形
態
の
多
様
化
に
は
産
業
構
造

や
労
働
者
の
変
化
に
加
え
、
企
業

て
き
た
が
、
今

回
、
日
本
財
団

か
ら
１
５
０
０

万
円
の
助
成
を

受
け
て
こ
の
検

診
車
（
文
字
・

手
話
表
示
機
能

付
検
診
車
＝
写

真
）
を
購
入
し

た
。現

在
、
全
国

に
は
聴
覚
障
害

者
は
約
30
万

人
、
軽
度
の
難

聴
者
も
含
め
る

が
組
み
込
ま
れ
て
い
て
、
放
射
線

技
師
が
専
用
パ
ネ
ル
を
操
作
し
て

指
示
を
出
す
と
、
受
診
者
の
顔
の

前
と
左
右
の
３
面
に
置
か
れ
た
モ

ニ
タ
ー
に
、
体
位
の
向
き
を
指
示

す
る
文
字
と
手
話
と
イ
ラ
ス
ト
が

表
示
さ
れ
る
。

本
会
で
は
03
年
11
月
、
東
京
都

中
途
失
聴
・
難
聴
者
連
盟
に
協
力

し
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

検
診
車
に
よ
る
聴
覚
障
害
者
の
胃

検
診
を
実
施
し
た
（
本
紙
第
３
７

１
号
既
報
）。
こ
れ
が
大
変
好
評

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
聴
覚
障
害
者

向
け
胃
検
診
車
の
導
入
を
検
討
し

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
や
、
高

齢
で
聞
こ
え
が
悪
く
な
っ
た
人
が

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
、さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
あ
る
。

と
く
に
胃
の
Ｘ
線
検
査
は
、
受
診

者
か
ら
離
れ
た
場
所
か
ら
放
射
線

技
師
が
体
位
の
向
き
を
変
え
る
指

示
を
出
す
の
で
、
そ
の
指
示
が
聞

こ
え
な
い
た
め
に
検
査
を
受
け
ず

に
い
る
人
が
多
い
。

そ
こ
で
、
昭
和
大
学
衛
生
学
教

室
と
日
立
製
作
所
が
聴
覚
障
害
者

向
け
の
胃
Ｘ
線
検
査
シ
ス
テ
ム
を

共
同
開
発
し
た
。シ
ス
テ
ム
に
は
、

手
話
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
ソ
フ
ト
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「
多
様
な
就
労
形
態
の
労
働
者
に

対
し
て
一
様
に
健
康
管
理
を
行
う

こ
と
は
難
し
い
。
業
務
や
、
安
全

配
慮
義
務
と
の
関
連
性
の
有
無
な

ど
に
よ
り
、
関
わ
り
の
程
度
を
考

え
、
一
定
の
根
拠
の
あ
る
対
応
を

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」

と
し
た
。

そ
の
後
の
総
合
討
論
で
は
、
会

場
と
の
活
発
な
質
疑
応
答
や
議
論

が
展
開
さ
れ
た
（
写
真
）。

●
ベ
ト
ナ
ム
国
別
研
修
一
行
が
本

会
を
視
察
・
研
修

家
族
計
画
国
際
協
力
財
団
（
ジ

ョ
イ
セ
フ
）
で
は
、
１
月
17
日
か

ら
２
月
４
日
の
18
日
間
、
ベ
ト
ナ

ム
国
に
お
け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
ヘ
ル
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
、
関

係
者
や
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
材

の
育
成
を
目
的
と
し
た
ベ
ト
ナ
ム

国
別
研
修
団
10
人
を
受
け
入
れ

た
。
そ
の
一
行
が
１
月
19
日
、
本

会
を
訪
れ
、
本
会
の
事
業
を
研
修

し
た
。

●
国
際
寄
生
虫
予
防
指
導
者
セ
ミ

ナ
ー
の
研
修
員
が
本
会
で
研
修

日
本
寄
生
虫
予
防
会
で
は
、
国

際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
か

ら
委
託
を
受
け
て
、
ア
ジ
ア
、
ア

フ
リ
カ
、
中
南
米
か
ら
の
研
修
員

を
受
け
入
れ
て
国
際
寄
生
虫
予
防

指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い

る
。
第
26
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
て
い
る
研
修
員
14
人
が
２
月
８

日
、
本
会
を
訪
れ
、
本
会
の
活
動

や
施
設
を
研
修
・
見
学
し
た
ほ

か
、
寄
生
虫
検
査
の
実
技
実
習
を

行
っ
た
。

近
年
、
就
業
形
態
の
多
様
化

に
と
も
な
い
、
正
社
員
や
パ
ー

ト
タ
イ
ム
、
契
約
社
員
、
派
遣

社
員
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
雇
用

形
態
の
労
働
者
が
混
在
す
る
職

場
が
増
加
し
て
い
る
。
職
域
の

健
康
管
理
に
つ
い
て
も
、
こ
う

し
た
新
し
い
雇
用
形
態
時
代
に

対
応
し
た
健
康
づ
く
り
支
援
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

健
康
管
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
セ

ン
タ
ー
と
本
会
が
主
催
す
る
第

１
９
９
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会

で
は
、「
就
業
形
態
多
様
化
時

代
の
健
康
管
理
―
新
し
い
産
業

看
護
職
の
役
割
・
健
康
の
自
己

管
理
を
支
援
す
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
開
催
し
た
。

第
２
０
０
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研
修
会

生
と
性
の
華
麗
な
る
調
和

ホ
ル
モ
ン
と
健
康
管
理

３
月
30
日（
水
）
午
後
３
時
〜
５
時

東
京
・
永
田
町
「
星
陵
会
館
」

〞


